
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

カ
レ
ン
ダ
ー
を
め
く
る
と
、

残
り
は
二
枚
で
す
し
、
二
ヶ
月
併
記
（
へ
い
き
）
で
あ

れ
ば
、
最
後
の
一
枚
で
す
よ
ね
。 

年
月
の
流
れ
は
、

加
速
度
を
増
し
た
よ
う
で
す
。 
十
一
月
は
、「
霜
月

（
し
も
つ
き
）」
と
い
い
ま
す
が
、
お
米
の
収
穫
を
神

に
感
謝
す
る
新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）
を
厳
か
に
斎

行
す
る
月
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、｢

食
物
月
（
お
し
も

の
づ
き
）」
が
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

毎
年
、
十
一
月
二
十
三
日
に
新
嘗
祭
を
御

奉
仕
申
し
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
来
月
四
日

の
日
曜
日
の
午
前
十
時
半
よ
り
、
斎
行
す
る
予
定
で
す
。 

 
 

 

当
日
は
、
新
年
を
迎
え
る
「
注
連
縄
（
し
め
な
わ
）

お
ろ
し
」
の
日
で
も
あ
り
ま
す
し
、
神
事
の
後
に
、
私

の
講
演
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
、 

お
気
軽
に
御
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

◇
評
論
家
の
松
本
健
一
さ
ん
は
、
日
本
の｢

キ
ー
ワ
ー

ド｣

を
三
つ
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
は
、「
島
国
」

「
米
作
り
」
そ
し
て
、「
定
住
」
で
す
。 

世
界
は
、

八
つ
の
文
明
に
分
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、
一
つ
の
国

で
一
つ
の
文
明
は
、
世
界
で
た
だ
一
つ
、
日
本
だ
け
で

す
。 

ま
さ
に
、「
島
国
」
だ
か
ら
で
す
よ
ね
。 

日

本
人
は
、
熱
帯
植
物
で
あ
る｢

稲｣

を
、
品
質
や
土
壌
の 

     

改
良
を
重
ね
る
事
に
よ
っ
て
、
寒
冷
地
の
東
北
地
方
や

北
海
道
ま
で
収
穫
を
可
能
に
し
た
の
で
す
。 

し
か
も

狭
い
水
田
か
ら
、
よ
り
多
く
の
収
穫
を
得
る
為
に
、
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た
の
で
す
ね
。 

そ
の
「
米
作
り
」

の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
グ
ル
ー
プ
で
不
良
品
を
出
さ
な
い
よ

う
取
り
組
む
、「
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
」
と
い
っ
た
工
業
製

品
の｢

物
作
り｣

に
も
活
か
さ
れ
、
工
業
技
術
立
国
と
し

て
発
展
を
と
げ
る
事
が
出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

さ
ら
に
、
田
植
え
、
水
の
管
理
、
除
草
作
業
、

刈
入
れ
等
、
共
同
作
業
が
必
要
で
し
た
。 

そ
の
土
地

に
、「
定
住
」
し
な
け
れ
ば
、「
米
作
り
」
の
運
命
共
同

体
は
構
築
（
こ
う
ち
く
）
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。 

 

◇｢

古
事
記
（
こ
じ
き
）｣

に
は
、
人
間
の
世
界
は
、「
葦

原
（
あ
し
は
ら
）
の
中
国
（
な
か
つ
く
に
）」
と
書
か

れ
て
あ
り
ま
す
。 
神
様
が
、
お
暮
ら
し
に
な
っ
て
い

る
高
天
原
（
た
か
ま
の
は
ら
）」
で
あ
る
天
上
界
（
て

ん
じ
ょ
う
か
い
）
と
、
闇
（
や
み
）
の
世
界
ま
た
は
死

の
世
界
で
あ
る
黄
泉
（
よ
み
）
の
国
と
の
中
間
に
あ
る

か
ら
だ
そ
う
で
す
。 

し
か
も
、
そ
の
葦
原
は
、「
豊

葦
原
（
と
よ
あ
し
は
ら
）
の
瑞
穂
（
み
ず
ほ
）
の
国
」

と
表
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
み
ず
み
ず
し
い
稲
に
満

ち
た
豊
か
な
土
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

皇
室
の
系
図
を
た
ど
っ
て
い
き
ま
す
と
、
初
代
天
皇
で

あ
る
神
武
天
皇
の
先
は
、
天
照
大
御
神
（
あ
ま
て
ら
す

お
お
み
か
み
）
と
い
っ
た
神
様
に
な
り
ま
す
。 

神
様

の
系
図
と
天
皇
の
系
図
に
は
、
切
れ
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
さ
に
、「
万
世
一
系
（
ば
ん
せ
い
い
っ
け
い
）」「
一

天
万
乗
（
い
っ
て
ん
ば
ん
じ
ょ
う
）」
で
あ
り
ま
す
。 

 

「
米
作
り
」
が
、
運
命
共
同
体
と
い
う
「
横
」
の
軸

と
す
る
な
ら
ば
、
天
上
と
地
下
の
間
の
「
中
国
（
な
か

つ
く
に
）」、
ま
さ
し
く
、
縦
の
軸
な
の
で
す
ね
。 

こ

の
縦
と
横
の
軸
の
交
（
ま
じ
）
わ
り
こ
そ
が
、「
つ
な

が
り
の
宗
教
」
で
あ
る
神
社
神
道
な
の
で
す
。 

 

◇
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
は
、｢

二
十
一
世
紀
の
君

た
ち
へ｣

と
い
う
随
筆
の
な
か
で
、「
昔
も
今
も
、
ま
た

未
来
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。 

そ
こ

に
空
気
と
水
、
そ
れ
に
土
な
ど
と
い
う
自
然
が
あ
っ
て
、

人
間
は
自
然
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
き
た
。 

人
間
は

助
け
合
っ
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。(

要
旨)

」
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
ま
さ
に
、
み
ず
み

ず
し
い
稲
に
満
ち
た
豊
か
な
土
地
で
、
生
か
さ
れ
て
い

る
の
で
す
ね
。 

「
私
」
と
い
う
漢
字
は
、「
禾
」
と

「
ム
」
が
、
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。 

「
禾
」

は
、
穀
物
（
こ
く
も
つ
）、
食
べ
物
の
こ
と
で
す
。 

「
ム
」

は
、
そ
の
食
べ
物
を
、
ひ
じ
の
先
で
ど
ん
と
突
き
の
け

る
、
肘
鉄
（
ひ
じ
て
つ
）
を
食
（
く
ら
）
わ
せ
て
、
独

り
占
め
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

「
私

利
私
欲
」「
私
語
」「
私
腹
を
肥
や
す
」
等
、
あ
ま
り
良

い
意
味
で
は
使
わ
れ
な
い
の
は
、
そ
の
せ
い
か
も
し
れ
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司
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ま
せ
ん
。 

や
は
り
、
縦
の
軸
で
あ
る
神
様
や
大
自
然

の
恵
み
に
よ
っ
て
収
穫
さ
れ
た
食
べ
物
は
、
横
の
軸
で

あ
る
共
同
体
で
分
け
合
い
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 
両
腕
の
「
ム
」、
肘
鉄
（
ひ
じ
て
つ
）
を

お
ろ
し
、
両
腕
を
の
ば
し
て
、「
ハ
」
を
つ
く
り
、
こ

れ
を
「
ム
」
の
上
に
の
せ
る
と
、「
公
」
と
い
う
字
に

な
り
ま
す
。 

目
か
ら
鱗
（
う
ろ
こ
）
で
す
よ
ね
。 

◇
世
界
最
初
の
理
念
憲
法
（
り
ね
ん
け
ん
ぽ
う
）
を
作

ら
れ
た
の
は
、
聖
徳
太
子
で
あ
り
ま
す
。 

憲
法
は
、

「
い
つ
く
し
き
の
り
」
と
読
む
そ
う
で
、「
心
身
を
清

め
て
神
に
つ
か
え
る
、
お
ご
そ
か
な
気
持
ち
で
取
り
扱

う
べ
き
掟
（
お
き
て
）」
と
い
う
意
味
で
す
。 
そ
の

第
十
五
条
に
は
、「
背
私
向
公
（
は
い
し
こ
う
こ
う
）」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

私
の
利
益
に
背
（
そ
む
）
い

て
、
公
に
向
か
っ
て
進
む
の
は
、
臣
下
（
し
ん
か
）
た

る
者
の
道
で
あ
り
、
私
の
心
が
あ
る
な
ら
ば
、
必
ず
他

人
の
ほ
う
に
怨
恨
（
え
ん
こ
ん
）
の
気
持
ち
が
起
こ
る

と
説
い
て
い
ま
す
。 

 

◇
野
田
首
相
も
、
衆
議
院
の
国
会
で
の
所
信
表
明
あ
い

さ
つ
で
引
き
合
い
に
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
儒
学
者
佐
藤

一
斎
の
言
葉
に
、「
以
春
風
接
人 

以
秋
霜
自
粛
」
と

あ
り
ま
す
。 

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
様
々
な
分
野
で

正
念
場
で
あ
り
ま
す
が
、
秋
の
霜
の
厳
し
さ
で
私
の
利

益
に
背
き
、
春
風
の
さ
わ
や
か
さ
で
公
に
向
か
い
、
分

け
合
い
助
け
あ
い
な
が
ら
、
永
遠
に
、「
豊
葦
原
（
と

よ
あ
し
は
ら
）
の
瑞
穂
（
み
ず
ほ
）
の
国
」
で
あ
る
よ

う
努
力
し
た
い
も
の
で
す
。 

御
自
愛
を
祈
り
ま
す
。 

◇
十
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

▼
月
次
祭 

＊
十
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
奉
納
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

＊
十
月
二
日 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
例
祭 

＊
十
月
四
日
～
五
日 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
例
祭 

＊
十
月
八
日
～
九
日 

 

▼
サ
イ
上
り
神
事
練
習
会 

＊
十
月
十
日 

▼
秋
季
例
大
祭 

＊
十
月
十
五
日
～
十
六
日

 
 

 

▼
神
宮
神
嘗
祭
（
じ
ん
ぐ
う
か
ん
な
め
さ
い
）
当
日
祭 

 
 

＊
十
月
十
七
日 

▼
朝
粥
会 

＊
十
月
二
十
一
日 

▼
観
月
祭 

＊
十
月
三
十
日 

◇
十
一
月
の
祭
典
行
事
予
定 

▼
月
次
祭 

＊
十
一
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
明
治
祭 

＊
十
一
月
三
日 

 

▼
ワ
イ
ワ
イ
リ
ー
グ 
＊
十
一
月
六
日 

 
 

※
彦
島
八
幡
宮
杯
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 
＊
十
一
月
十
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
十
一
月
二
十
一
日 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
新
嘗
祭 

＊
十
一
月
二
十
五
日 

  

◇
十
一
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
予
定 

  

▼
当
宮
関
係
団
体 

    

◇
敬
神
婦
人
会
研
修
旅
行 

＊
十
一
月
五
日 

 
 
 

＊
柴
田
宮
司
の
実
家
の
小
熊
野
神
社
参
拝 

 
 

◇
維
蘇
志
会
役
員
会 

＊
十
一
月
九
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
並
び
に
下
関
支
部
関
係 

 

◇
支
部
総
代
敬
婦
研
修
会 

＊
十
一
月
八
日 

 

◇
下
関
市
建
国
奉
祝
会
理
事
会 

＊
十
一
月
十
四
日 

 

◇
神
社
庁
身
分
詮
衡
委
員
会 

*

十
一
月
三
十
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
十
一
月
九
日
、
十
六
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
宮
司
講
和
会 

＊
十
一
月
一
日  

※
次
回
は
、
十
二
月
四
日
！ 

 
 

◇
社
会
保
険
下
関
委
員
会
記
念
講
演 

 
 
 

＊
十
一
月
十
八
日 

 
 

◇
七
見
八
幡
宮
（
菊
川
町
）
＊
十
一
月
二
十
四
日 

 
 

◇
吉
賀
八
幡
宮
（
菊
川
町) 

＊
十
一
月
二
十
六
日 

 
  

◇
講
演
研
修
会(

神
社
庁)

＊
十
一
月
二
十
九
日 

 

▼
教
誨
活
動
（
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

◇
集
合
教
誨(

女
子)  

＊
十
一
月
十
四
日 

 
 

◇
集
合
教
誨(

男
子)  

＊
十
一
月
二
十
八
日 

 

▼
そ
の
他 

 
 

◇
小
熊
野
神
社
（
実
家
）
例
祭
に
献
幣
使
（
け
ん

ぺ
い
し
）
と
し
て
奉
仕 

＊
十
一
月
十
八
日 

 
 

◇
人
権
擁
護
委
員
研
修
会 

＊
十
一
月
二
十
九
日 


